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研究者氏名 分担研究内容 所属・役職 経歴・主な研究分野等
○中村文彦 1)統括

2)提案技術評価
教授 工学博士：都市交通計画

田中伸治 1)交通結節点周辺及び広域道路網運用技術提案
2)提案技術評価

准教授 博士（工学）：交通工学

松行美帆子 アジア大都市の都市交通政策、社会構造の分析 准教授 博士（工学）：都市計画、
まちづくり

三浦詩乃 1)公共交通結節点周辺の道路空間データベース化
及び分析
2)交通規制計画、地域民間組織による道路管理
運用手法提案

助教 博士（環境学）:都市計画

※外注先：株式会社音力発電---エネルギーハーベスティング技術の活用表：研究体制

概念図：「結節点」➡「Place(場)」の概念を踏まえた「結節領域」へ

（公開空地等）

結節領域（地域との一体的デザイン）
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利用可能な空間規模（幅員）、基幹となる交通手段、都市のコンパクトさ
-
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【例：ベトナム調査】「場」の観点からバスターミナル周辺の道路整備と運用状況を観察調査や来街者アンケートから明らかにした

図1 バスターミナル施設分類と代表例における歩行者密度 図2  ターミナル周辺歩道上の駐輪状況とユーザー動線

ア
ジ
ア

・
国
内

ア
メ
リ
カ

Place

図3   アメリカで概念化された『トランジットストリート』（左）とその周辺でプレイスメイキングを行った3事例（右）

▶利用実態の背景にある心理的、文化的要因を丹念に示す必要性

▶道路網構成の地域特徴を生かす➡不規則にみえる道路網パターンの空間ポテンシャル可視化
▶災害時の利用のされ方や避難行動に配慮した設計・運用
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